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平成３０年度全国学力・学習状況調査に係る 

厚木市立小・中学校の調査結果について 
 

小学校第６学年及び中学校第３学年を対象に、平成３０年４月１７日に実施した全国学

力・学習状況調査の結果がまとまりました。教育委員会では、今回の分析結果を踏まえ、

教育施策の成果や課題等を把握・検証し、今後の教育施策に反映するとともに、各小・中

学校において、校長のリーダーシップのもと、各教員が指導内容・方法の改善を進める支

援をしてまいります。 

 

１ 調査の概要について 

（１）調査の対象学年   小学校第６学年及び中学校第３学年 

 

（２）調査の内容 

ア 教科に関する調査（国語、算数・数学、理科） 

 ・主として「知識」に関する問題 国語Ａ、算数Ａ・数学Ａ 

 ・主として「活用」に関する問題 国語Ｂ、算数Ｂ・数学Ｂ 

  ・理科については、主として「知識」に関する問題と主として「活用」に関する問題

を一体的に問う問題 

 

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

 ・児童生徒に対する調査 

・学校に対する調査 

 

（３）調査日  平成３０年４月１７日（火） 

 

（４）調査に参加した児童・生徒数 

【小学校】 

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科 児童質問紙 

1,893 人 1,892 人 1,893 人 1,890 人 1,888 人 1,891 人 

【中学校】 

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科 生徒質問紙 

1,890 人 1,889 人 1,889 人 1,890 人 1,892 人 1,890 人 

（参考）全国・県・市の公立学校の参加校数 

 小学校 中学校 

全  国  １９,４３３校  ９,６３０校 

神奈川県     ８６３校   ４２０校 

厚 木 市    ２３校    １３校 
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２ 教科に関する調査結果について 

 【平均正答率】                         （単位：％） 

 小学校 中学校 

 国語

Ａ 

国語

Ｂ 

算数

Ａ 

算数

Ｂ 

理科 国語

Ａ 

国語

Ｂ 

数学

Ａ 

数学

Ｂ 

理科 

全  国 70.7 54.7 63.5 51.5 60.3 76.1 61.2 66.1 46.9 66.1 
神奈川県 70 54 64 52 60 76 62 66 48 66 
厚 木 市 67 51 59 46 58 74 60 64 45 65 
※ 平成 29 年度から、県と市の平均正答率は整数値（四捨五入した数値）で、文部科学省 
からデータが配付されています。 
 

 

 

 

 

（１）小学校国語の主な結果について 

◇ 相手や目的に応じ自分が伝えたいことについて、事例などを挙げながら筋道を立

てて話すことは、相当数の児童ができています。 

Ａ１ 

 

◇ 日常生活で使われている慣用句の意味を理解し、使うことは、相当数の児童がで

きています。 

Ａ６ 

 

  ◆ 文の中における主語と述語との関係などに注意して、文を正しく書くことに課題

があります。 

                                    Ａ５ 

 

  ◆ 漢字を文の中で正しく使うことに課題があります。 

                                    Ａ８オ 

 

  ◆ 話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめるこ

とに課題があります。 

                                    Ｂ１三 

 

  ◆ 目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして、詳しく書くことに課題があります。 

                                    Ｂ２二 

 

  

◇ ・・・相当数の児童・生徒ができている点   

◆ ・・・課題となる点 

    ・・・問題の概要と問題番号 

道案内をしている２人の会話文を読んで、どのように説明しているか当てはま

るものを選ぶ。 

主語と述語のつながりが合っていない文を選択し、正しく書き直す。 

地元の野菜や果物などを使った新しいおかしをせっ極的に開発している。 

（下線部と同じ漢字を使う文を選択する。） 

文章を読んで、これから言葉をどのように使っていきたいかについて、北川さ

ん、小池さんのいずれかの意見を取り上げ、８０字以上１００字以内で書く。 

むし歯を防ぐ効果について、【保健室の先生の話から分かったこと】を取り入れ

て、【おすすめする文章】を５０字以上８０字以内で詳しく書く。 

慣用句の意味と使い方として適切なものを選択する。（心を打たれる） 
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（２）小学校算数の主な結果について 

◇ 異種の二つの量のうち、一方の量がそろっているときの混み具合の比べ方を理解

することについては、相当数の児童ができています。 

                                    Ａ４（１） 

 

◇ １８０°の角の大きさを理解することについては、相当数の児童ができています。 

                                    Ａ５（１） 

  

  ◆ 小数の除法の意味を理解することについて課題があります。 

                                    Ａ２ 

 

  ◆ 円周率の意味の理解について課題があります。 

                                    Ａ７（１） 

 

  ◆ メモの情報とグラフを関連付け、総数や変化に着目していることを解釈し、それ

を記述することに課題があります。 

                                    Ｂ３（１） 

 

  ◆ 折り紙の枚数が１００枚あれば足りる理由を、示された数量を関連付け根拠を明

確にして記述について課題があります。 

                                    Ｂ５（１） 

 

（３）小学校理科の主な結果について 

◇ 安全に留意し、生物を愛護する態度をもって、野鳥のひなを観察できる方法を構

想することについては、相当数の児童ができています。 

                                    １（１） 

 

 ◇ 堆積作用について、科学的な言葉や概念を理解することについては、相当数の児

童ができています。 

                                    ２（１） 

 

 ◇ より妥当な考えをつくりだすために、２つの異なる方法の実験結果を分析して考

察することについては、相当数の児童ができています。 

                                    ４（２） 

 

  ◆ より妥当な考えをつくりだすために、実験結果を基に分析して考察し、その内容

を記述することについて課題があります。 

                                    ２（３） 

 

面積がそろっている㋐と㋑の二つのシートの混み具合について、正しいものを

選ぶ。 

角の大きさが、何度であるか、正しいものを選ぶ。 

答えが１２÷０．８の式で求められる問題を選ぶ。 

円周率を求める式として正しいものを選ぶ。 

統計のグラフから分かることをまとめた２つのメモから、グラフについてどの

ようなことに着目して書かれているのか、言葉や数を使って書く。 

横の長さが７ｍの黒板に輪かざりをつけるために必要な折り紙の枚数が、 

１００枚あれば足りるわけを、式や言葉を使って書く。 

野鳥のひなの様子を観察するための適切な方法を選ぶ。 

流されてきた土や石を積もらせる水の働きを表す言葉を選ぶ。 

海水と水道水を区別するために、２つの異なる実験方法から得られた結果を基

に判断した内容を選ぶ。 

一度に流す水の量と棒の様子との関係から、大雨が降って流れる水の量が増え

たときの地面の削られ方を選び、選んだわけを書く。 
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  ◆ 太陽の１日の位置の変化と光電池に生じる電流の変化の関係を目的に合ったもの

づくりに適用することについて課題があります。 

                                    ３（４） 

 

  ◆ 実験結果から言えることだけに言及した内容に改善し、その内容を記述すること

について課題があります。 

                                    ４（４） 

 

 

（４）中学校国語の主な結果について 

◇ 文脈の中における語句の意味を理解することは、相当数の生徒ができています。 

Ａ３一 

 

◇ 語句の辞書的な意味を踏まえて文脈上の意味を捉えることは、相当数の生徒がで

きています。 

Ａ７一 

 

◇ 接続詞の働きについて理解することは、相当数の生徒ができています。 

Ａ７二 

 

  ◆ 文章とグラフとの関係を考えながら内容を捉えることについて課題があります。 

                                    Ｂ１一 

 

  ◆ 目的に応じて文章を読み、内容を整理して書くことについて課題があります。 

                                    Ｂ１三 

 

  ◆ 相手に的確に伝わるように、あらすじを捉えて書くことについて課題があります。 

                                    Ｂ３三 

 

（５）中学校数学の主な結果について 

◇ 数直線上に示された負の整数を読み取ることは、相当数の生徒ができています。 

                                    Ａ１（１） 

 

◇ 単項式どうしの除法の計算については、相当数の生徒ができています。 

                                    Ａ２（２） 

 

◇ 問題場面における考察の対象を明確に捉えることについては、相当数の生徒がで

きています。 

                                    Ｂ２（１） 

目的の時間帯だけモーターを回すため，太陽の１日の位置の変化に合わせた箱

の中での光電池の適切な位置や向きを選ぶ。 

食塩水を熱したときの食塩の蒸発について、実験を通して導きだす結論を書く。 

「それは掛け価のない一、二秒の間のできごとである」を説明したものとして

適切なものを選ぶ。 

場面に当てはまる語句の意味として適切なものを選択する（テレビの天気予報

の中の「ハナイカダ」）。 

（テレビの天気予報の中の）「それでは」の働きとして適切なものを選択する。 

グラフから分かることについて文章中で説明しているものとして適切なものを

選択する。 

「天地無用」という言葉を誤った意味で解釈してしまう人がいる理由を書く。 

話のあらすじを学級の友達にどのように説明するかを、７０字以上１２０字以

内で書く。 

数直線上の点が表す負の整数の値を読み取る。 

６a２b÷３a を計算する。 

いくつかの計算を組み合わせた問題場面で、はじめの数が１０のときの計算結

果を求める。 



－5－ 

  ◆ 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することについて課題が

あります。 

                                    Ｂ３（３） 

 

  ◆ 与えられた情報から必要な情報を選択し、的確に処理することについて課題があ

ります。 

                                    Ｂ５（１） 

 

  ◆ 計算方法を解釈し、数学的な表現を用いて説明することについて課題があります。 

                                    Ｂ５（２） 

 

 

（６）中学校理科の主な結果について 

◇ 豆電球と豆電球型のＬＥＤの点灯の様子と電力との関係を指摘することは、相当

数の生徒ができています。 

                                    ６（３） 

 

◇ 初期微動継続時間の長さと震源からの距離の関係の知識と音の速さに関する知識

を活用することについては、相当数の生徒ができています。 

                                    ７（３） 

 

◇ アルミニウムの原子の記号の表し方についての知識を身に付けることについては、

相当数の生徒ができています。 

                                    ８（１） 

 

  ◆ 風向の観測方法や記録の仕方に関する知識・技能を活用することについて課題が

あります。 

                                    ３（１） 

 

  ◆ 地震の揺れの強さが震度であること、Ｓ波による揺れが主要動であることの知識

の習得について課題があります。 

                                    ７（１） 

 

  ◆ 蒸散と湿度に関する知識、問題解決の知識・技能を活用することについて課題が

あります。 

                                    ９（２） 

 

 

 

Ａ駅からの道のりが６ｋｍの地点において、列車アが通ってから列車エが通る

までの時間をグラフから求める方法を説明する。 

Ｓ社の通常料金と団体料金の差額が通常料金の何％になっているかを求める式

を書く。 

通常料金を a 円としたときの団体料金の１０人分が通常料金の何人分にあたる

かを求める計算からわかることを選び、その理由を説明する。 

豆電球と豆電球型のＬＥＤの明るさについて探求した結果の表から、考察した

内容として正しいものを選ぶ。 

地震の揺れの伝わり方を、光と音の伝わり方で説明した文章の空欄に当てはま

る語句を答える。 

アルミニウムの原子の記号を選ぶ。 

台風の進路や風向の情報から自宅の風向を選ぶ。 

「地震の揺れの強さ」、「Ｓ波による揺れ」の名称を選ぶ。 

植物を入れた容器の中の湿度が高くなる蒸散以外の原因を説明する。 
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３ 児童・生徒質問紙調査の結果について  

（１） 

 

ア 自己有用感（自己肯定感）、規範意識 

◇先生が、自分のよいところを認めてくれていると思っている。（児童の傾向） 

◇人の役に立つ人間になりたいと思っている。 

◇学校のきまりを守っている。 

◇いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思っている。 

 

イ 基本的な生活習慣 

◇毎日、朝食を食べている。 

◇毎日、同じくらいの時刻に起きている。 

 

ウ 学習習慣、地域や社会に関わる活動の状況 

◇家で、学校の宿題をしている。 

◇テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見る。 

◆普段、学校の授業時間以外の読書時間は３０分未満である。（教科書や参考書、漫画

や雑誌は除く） 

◆新聞をあまり読んでいない。 

◆今住んでいる地域の行事にあまり参加していない。 

◆地域や社会で起こっている問題や出来事にあまり関心がない。 

◆地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることが少ない。 

◆地域の大人（学校や塾・習い事の先生を除く）に勉強やスポーツを教えてもらった

り、一緒に遊んだりすることがあまりない。 

 

エ 学習に対する関心・意欲・態度（今年度は算数・数学、理科の学習に関する内容のみの設問） 

◇算数・数学の勉強は大切だと思う。 

◇数学ができるようになりたいと思う。（生徒質問紙のみの設問） 

◇算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにしている。（児童

の傾向） 

◇観察や実験を行うことは好きだ。（児童の傾向） 

◇理科の授業では、理科室で観察や実験を月に１回以上実施している。 

◇小学校５年生のとき、理科の授業がおもしろいと思った。（児童質問紙のみの設問） 

◆将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいとあまり思っていない。 

◆理科の授業で、自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりすることが少ない。 

  

オ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 

  ◆小学校５年生（中学校２年生）までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会で

は、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表

することが少なかった。 

回答の傾向について ◇…教科の正答率が高い児童・生徒に見られた回答の傾向 

◆…教科の正答率が低い児童・生徒に見られた回答の傾向 
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（２） 児童・生徒質問紙調査の結果から見える今後の取組の重点 

 

ア 「自分には、よいところがあると思うか」や「人の役に立つ人間になりたいと思う

か」という設問に対して相当数の児童・生徒が肯定的な回答をしており、周囲の人間

関係の中で、児童・生徒の自己肯定感が育まれていることがうかがえます。 

その一方で、地域の大人に勉強やスポーツを教えてもらったり、一緒に遊んだりし

た経験の有無や「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがあるか」

という設問に対して、肯定的な回答した児童・生徒の割合は、全国と同程度で増加傾

向にあるものの５０％を下回っており、児童・生徒にとって地域における豊かな学び

や体験に触れる機会が十分でない様子が見受けられます。 

平成２９年度全国学力・学習状況調査に関する神奈川県の分析には、児童・生徒の

成長の基盤となる自己肯定感を育むためには、教員や保護者、地域の大人が積極的に

児童・生徒に関わり、自信を持てるよう支援をすることが大切であると示されていま

す。また、平成３０年度の文部科学省の分析では、自己肯定感の高い児童・生徒は教

科に関する調査の平均正答率が高い傾向が見られるとあります。 

  今後、各学校では、児童・生徒の自己肯定感がさらに高まるよう、学校運営協議会

（コミュニティスクール）の活動を充実するなど、地域と学校・家庭が連携して、地

域における様々な学びや体験に児童・生徒が参加しやすい環境をより一層整えること

が重要です。 

 

イ 学習状況については、「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり、広げたりすることができていると思うか」や「これまで受けた授業では、課

題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思うか」という設問に対

して、肯定的に回答した児童・生徒は全国平均と同程度となっており、各学校におけ

る授業改善が進んでいることがうかがえます。 

その一方で、教科に関する調査の結果については、全国平均とほぼ同程度であるも

のの、全国平均を上回る教科は見られない状況です。 

  新学習指導要領では、資質・能力の育成を目指す「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けた授業改善が求められ、平成３０年度全国学力・学習状況調査に関する文

部科学省の分析にも、これらの設問に肯定的に回答した児童・生徒の教科の平均正答

率は高い傾向が見られるとあります。 

  各学校においては、今後も引き続き、基礎的・基本的な知識及び技能の習得とそれ

らを活用した思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを意識しながら、児童・生

徒が自分なりの考えを持ち、互いの考えを交流することを通して、物事の見方・考え

方を広げたり、深めたりする「主体的・対話的で深い学び」の充実を図ることが必要

です。 
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◇【小学校国語Ａ６】                   ◇【小学校国語Ａ１】 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
◆【小学校国語Ａ５】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考資料 ※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◆【小学校国語Ｂ１三】                   ◆【小学校国語Ａ８オ】 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆【小学校国語Ｂ１三】 
 
 
 

 
 
 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◆【小学校国語Ｂ２二】 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◇【小学校算数Ａ４（１）】              ◇【小学校算数Ａ５（１）】 
 

 
 
 
 
 

 
 
◆【小学校算数Ａ２】               ◆【小学校算数Ａ７（１）】 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◆【小学校算数Ｂ３（１）】 

 
◆【小学校算数Ｂ５（１）】 

 

 
 
 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◇【小学校理科１（１）】 
 

 
 
◇【小学校理科２（１）】               ◇【小学校理科４（２）】 

 
 
 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◇【小学校理科４（２）】 

 
 

◆【小学校理科２（３）】               ◆【小学校理科３（４）】 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◆【小学校理科４（４）】 

 

 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◇【中学校国語Ａ３一】 
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◇【中学校国語Ａ７二】◇【中学校国語Ａ７一】 

 
◆【中学校国語Ｂ１三】◆【中学校国語Ｂ１一】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◆【中学校国語Ｂ３三】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◇【中学校数学Ａ１（１）】              ◇【中学校数学Ｂ２（１）】 
 
 
 
 
 
 

◇【中学校数学Ａ２（２）】 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
◆【中学校数学Ｂ３（３）】 

 

 
 

 
 
 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◆【中学校数学Ｂ５（１）】◆【中学校数学Ｂ５（２）】 
 

 
 
 
 
 

◇【中学校理科６（３）】 

 
 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◇【中学校理科７（３）】◆【中学校理科７（１）】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

◇【中学校理科８（１）】 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 
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◆【中学校理科３（１）】             ◆【中学校理科９（２）】 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 


